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第
二
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
概
要
日
時
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
四
日
(金
)一
七
時
三
〇
分
〜
二
〇
時
三
〇
分
場
所
東
京
女
子
大
学
本
館
〇
二
一
会
議
室
報
告
者
土
合
文
夫
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
論
題
丸
山
眞
男
の
楽
譜
蔵
書
を
め
ぐ
っ
て
丸
山
が
遺
し
た
楽
譜
類
の
う
ち
、
丸
山
文
庫
が
所
蔵
す
る
六
〇
〇
点
あ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果
を
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
』
第
七
号
掲
載
の
「
丸
山
文
庫
楽
譜
蔵
書
の
調
査
を
ひ
と
ま
ず
終
え
て
」
で
報
告
し
た
。
書
き
込
み
な
ど
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
も
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
譜
を
中
心
に
か
な
り
の
点
数
の
楽
譜
が
丸
山
家
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
数
度
に
わ
た
っ
て
お
お
ま
か
な
調
査
を
行
っ
た
。
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
不
完
全
な
調
査
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
丸
山
の
遺
し
た
文
章
（
こ
と
に
、
歿
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
断
章
集
『
春
曙
帖
』
に
所
収
の
も
の
）
か
ら
し
て
、
当
然
あ
る
べ
き
だ
が
、
丸
山
文
庫
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
楽
譜
類
（
バ
ッ
ハ
の
『
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
』、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
）
の
所
在
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
収
穫
だ
っ
た
。
だ
が
、
丸
山
の
音
楽
生
活
の
全
貌
を
窺
う
た
め
に
は
、
楽
譜
の
調
査
だ
け
で
は
全
く
不
十
分
で
あ
り
、
丸
山
家
に
残
さ
れ
て
い
た
膨
大
な
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
れ
に
Ｆ
Ｍ
放
送
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
、
さ
ら
に
は
、
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
な
ど
の
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。
幸
い
篤
志
の
方
々
に
よ
る
こ
れ
ら
の
資
料
の
整
理
が
継
続
中
な
の
で
、
そ
の
目
途
が
つ
き
、
デ
ー
タ
を
御
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
、
丸
山
の
音
楽
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
よ
り
完
全
に
近
い
基
礎
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。
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